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,」7畢 府営住宅に来訪される訪問系事業者様へ

リブの
ー

や

`― 

ロケリプ は貸し駐車場の予約を一日皐位で行えるサービスです

スマホてカンタン予約！

14日前から予約てきヽ 一 日単位て利用可能！

ク

方：：

I
畜
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視
覚
と
聴
覚
の
障
が
い
の
重
複
し
た
状
態
を
盲
ろ
う
と
い
い
、
こ
う
し
た
障
が
い
の
あ
る
方
を
盲
ろ
う
者
（
児
）
と
い
い
ま
す
。

全
盲
ろ
う
（
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
）
、
弱
視
ろ
う
（
少
し
見
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
）
、
盲
難
聴
（
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
少
し
聞
こ
え
る
）
、
弱
視
難
聴
（
少
し
見

え
て
、
少
し
聞
こ
え
る
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
際
に
は
障
が
い
の
状
態
を
よ
く
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
応
で
き
る
か
を
十
分
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
聴
覚
障
が
い
か
ら
視
覚
障
が
い
を
と
も
な
っ
た
盲
ろ
う
者
の
方
・
・
・
触
手
話
、
弱
視
手
話
（
接
近
手
話
）
、
指
文
字
、
筆
談
な
ど

■
視
覚
障
が
い
か
ら
聴
覚
障
が
い
を
と
も
な
っ
た
盲
ろ
う
者
の
方
・
・
・
指
点
字
、
ブ
リ
ス
タ
、
耳
元
で
聞
き
取
り
や
す
い
声
で
復
唱
す
る
な
ど

■
対
象
者
大
阪
府
内
に
居
住
す
る
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

1級
又
は

2級
の
盲
ろ
う
者

■
派
遣
対
象
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
通
訳
・
介
助
者
を
派
遣
し
ま
す
。

（
１
）
通
勤
、
就
業
そ
の
他
の
反
復
継
続
的
な
活
動
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
別
の
手
段
に
よ
り
通
訳
・
介
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
。
た
だ
し
、
一
部
対
象
外
。

（
２
）
通
訳
・
介
助
者
自
ら
が
車
両
又
は
自
転
車
を
運
転
し
て
介
助
す
る
場
合

（
３
）
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
場
合

■
利
用
料
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
派
遣
を
受
け
て
お
こ
な
お
う
と
す
る
活
動
に
関
し
て
発
生
す
る
通
訳
・
介
助
者
の
交
通
費
、
入
場
料
、
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
申
込
原
則
と
し
て
派
遣
を
希
望
す
る
１
０
日
前
ま
で
に
通
訳
・
介
助
派
遣
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
も
本
事
業
に
よ
る
通
訳
の
支
援
が
可
能
で
す

令
和
２
年
９
月

23
 日
付
厚
生
労
働
省
事
務
連
絡
（
抜
粋
）

盲
ろ
う
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
触
手
話
や
指
点
字
等
、
専
門
性
の
高
い
特
別
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者

総
合
支
援
法
に
よ
る
「
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
活
用
し
、
当
該
事
業
所
の
従
業
者
以
外
の
支
援
者
（
以
下
、
単
に
「
支
援
者
」
と
い
う
。
）
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
付

き
添
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い

■
お
問
合
せ
窓
口
社
会
福
祉
法
人
大
阪
障
害
者
自
立
支
援
協
会
（
盲
ろ
う
者
等
社
会
参
加
支
援
セ
ン
タ
ー
）

TE
L:

06
‐

67
48

‐
05

88

盲
ろ
う
、
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て

盲
ろ
う
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
者
派
遣
事
業
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パ
ソ

コ
ソ

O
S

: 
W

in
d

o
w

sl
O

ま
た

は
W

in
d

o
w

sl
l 

(最
新

の
W

in
d

ow
s

U
p

d
at

e
を

適
用

し
て

い
る

こ
と

）
推

奨
モ

ニ
タ

ー

解
像

度
：

13
6

6
X

7
6

8
ビ

ク
セ

ル
以

上

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

プ
ラ

ウ
ザ

：
M

ic
ro

so
ft

 E
d

g
e

ま
た

は
G

o
o

g
le

C
h

ro
m

e
 

P
D

F
ピ

ュ
ー

ア
ー

：
A

d
o

b
e

 A
c

ro
b

at
 R

e
ad

e
r推

奨

介
護

を
つ

な
ぐ

。心
を

つ
な

げ
る

。

―
‘
‘

プ
ー

0
 

- フ
ン

’

シ
ス

テ
ム

Q
.

ケ
ア

プ
ラ

ン
デ

ー

タ
連

携
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

に
は

ど
の

よ
う

な
準

備
が

必
要

で
す

か
？

A
.

標
準

仕
様

に
対

応
し

た
介

護
ソ

フ
ト

の
導

入
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

ソ
フ

ト
と

電
子

証
明

書
の

イ
ン

ス
ト

ー

ル
、

シ
ス

テ
ム

利
用

申
請

が
必

要
で

す
。

詳
細

は
公

式
サ

ポ
ー

ト
サ

イ
ト

「
ケ

ア
プ

ラ
ン

デ
ー

タ
連

携
シ

ス
テ

ム
導

入
フ

o
-

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

Q
.

ラ
イ

セ
ン

ス
料

は
い

く
ら

で
し

ょ
う

か
？

A
.

l事
業

所
番

号
ご

と
に

年
間

21
,0

0
0

円
（税

込
）

で
、1

年
ご

と
に

更
新

申
請

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
し、

Q
.

デ
ー

タ
連

携
で

き
る

事
業

所
を

教
え

て
く

だ
さ

い
，｝

A
.

福
祉

・

保
健

・

医
療

の
総

合
情

報
サ

イ
ト

『
W

A
M

.N
E

T
(ワ

ム
ネ

ッ
ト

）』
よ

り検
索

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.w

am
.g

o
.j

p
/w

a
m

 a
p

p
l/

k
p

d
 rs

y
s.

n
sf

 /t
o

p
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0
-
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受

付
時

間
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:o
o

�
-1

1
:o

o
c土

B
祝

Bは
除

く）
年

末
年

始
(1

2月
29

8~
1月

38
)は

、
お休

み
させ

て
い

ただ
ぎま

す。

公
益

社
団

法
人

国
民

健
康

保
険

中
央

会
緋

・

．．困
）盆

氏
非

咲
紐

氾
紅

埠
ti

な
年

｝•
等

腿
1酪

斑
邸

認
,O

珀
砕

i叫
.l◊

輝

ひ
と、

く
らし

、み
らい

の
た

め
に

厚
生

労
働

省
Mi

ni
st

ry
 of

 H
ea

lth
, L

ab
ou

r a
nd

 W
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fa
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居
宅

介
護

支
援

事
業

所
と

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

の
ケ

ア
プ

ラ
ソ

の
や

り
と

り
を

、
牙

シ
う

イ
シ

で
完

結
で

き
る

仕
組

み
で

す
。

介
護

分
野

の
生

産
性

向
上

を
図

り
、

い
き

い
き

と
働

け
る

職
場

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

!C
T

を
介

護
現

場
の

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

重
へ

要
で

す
。

厚
生

労
働

省
で

は
、

事
業

所
間

で
や

り
と

り
さ

れ
る

情
報

に
つ

い
て

、
デ

ー
タ

連
携

の
約

束
事

を
「

ケ
ア

プ
ラ

ソ
標

準
仕

様
」

と
し

て
定

め
て

い
ま

す
｀‘

そ
の

約
束

事
に

従
っ

て
、

異
な

る
介

護
ソ

フ
ト

同
士

で
も

安
心

し
て

つ
な

が
れ

る
基

盤
と

し
て

、
国

民
健

康
保

険
中

央
会

は
「

ケ
ア

プ
ラ

ン
デ

ー
タ

連
携

シ
ス

テ
ム」

を
提

供
し

ま
す

。

lジ
".'j'

の
詞

位
；：

：
な

〈
て

;J
:;:

::ら
な

漆
文

、i:.)
<り

.:
だ

と
思

しヽ
ま

す
。

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー

の
仕

事
で

あ
る

「
モ

ニ
タ

リ
ソ

グ
」

は
人

が
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で

す
が

、
も

う
一

方
の

「
給

付
管

理
」

は
効

率
化

が
可

能
な

事
務

作
業

で
す

。
; :
:. 

居
宅

介
護

支
援

事
業

所

株
式

会
社

ト
ラ

イ
ド

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

長
谷

川
徹

代
表

国
際

医
療

福
祉

大
学

大
学

院
医

療
福

祉
経

営
専

攻
石

山
麗

子
教

授

乳
〗

,
 ..

. ,
. 

•. 心
．

奴
’

ぷ
や

、.
...

, .
. ,.,

·
•.,

 

し
い

,,.ぢ
・だ

た
め

で
す

。
ジ

ス
テ

ム
の

操
作

は
、

ド
ラ

ッ
グ

＆
ド

ロ
ッ

プ
と

ワ
ソ

ク
リ

ッ
ク

だ
け

で
利

用
で

き
ま

す
。

る
瞬

間
"'•

'•、
•·

ふ：：：:
, だ

と
思

い
ま

す
。

t
、，.

®
か

ん
た

ん
計

画
書

(
1表

、
2表

）や
提

供
票

デ
ー

タ
(6

表
、7

表
）と

い
っ

た
c

sv
フ

ァ
イ

ル
な

ど
を

、ド
ラ

ッ
グ

＆
ド

ロ
ッ

プ
す

る
だ

け
で

準
備

完
了

。
郵

送
や

F
A

X
な

ど
の

送
付

の
手

間
か

ら
解

放
。

息 D 恩 ―

ビ 尺
冒

n ”

 

慮 口 皇 〕

@
あ

ん
し

ん
記

載
ミ

ス
や

書
類

不
備

が
減

り
、

手
戻

り
が

減
少

。介
護

報
酬

請
求

で
使

用
さ

れ
て

い
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ方

式
を

採
用

し
、安

全
性

は
万

全
。

導
入

か
ら

運
用

ま
で

、
安

心
の

サ
ポ

ー
ト体

制
を

提
供

。

｀
� 

デ
ー

タ
連

携
す

る
事

業
所

と
ジ

ス
テ

ム
導

入
時

期
を

確
認

し
ま

す

扇
）／

鍔
三

ど
(\ J . 、

ご
利

用
の

介
護

ソ
フ

ト
が

ケ
ア

プ
ラ

ン
標

準
仕

様
に

対
応

し
て

い
る

か
確

認
し

ま
す

虞
［

引
ニ

コ
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
で

き
る

W
in

d
o

w
sl

O
以

上
の

端
末

を
準

備
し

ま
す

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
と

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
が

対
象

で
す
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